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録
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こ
の
リ
ス
ト
は
２
月
１１
日
～
２
月
１７
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
島
省
三

稲
作
診
断
と
増
収
技
術

二
三
〇
〇

農
文
協

竹
本
和
彦
編

環
境
政
策
論
講
義

二
六
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

落
合
知
子
編

地
域
を
活
か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

三
二
〇
〇

雄
山
閣

立
川
健
二

言
語
の
復
権
の
た
め
に

二
四
〇
〇

論
創
社

信
州
東
御

食
の
風
土
記

一
八
〇
〇

農
文
協

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向
け
た
幼
児
教
育
・
保
育

二
五
〇
〇

明
石
書
店

瀬
戸
裕
之
編

東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
戦
争
と
地
域
住
民
の
生
存
戦
略

四
四
〇
〇

同

調
べ
・
考
え
・
歩
く

日
韓
交
流
の
歴
史
二
八
〇
〇
同

加
治
佐
敬

経
済
発
展
に
お
け
る
共
同
体
・
国
家
・
市
場

四
五
〇
〇

日
本
評
論
社

浅
川
和
宏
他

未
来
の
多
国
籍
企
業

二
八
〇
〇

文
真
堂

上
野
義
雄

意
味
の
文
法

五
〇
〇
〇

早
稲
田
大
学
出
版
部

呉
明
植

債
権
各
論

二
四
〇
〇

弘
文
堂

縄
文
ム
ラ
の
原
風
景

一
六
〇
〇

新
泉
社

佐
藤
博
樹
編

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

二
三
〇
〇

勁
草
書
房

権
丈
善
一

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
社
会
保
障

Ｖ
３

二
二
〇
〇
同

山
路
顕

現
代
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
論

二
二
〇
〇

ア
ジ
ー
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

山
田
満
編
著

ア
ジ
ア
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
発
展

三
二
〇
〇

文
真
堂

プ
ラ
ム

美
の
進
化

三
四
〇
〇

白
揚
社

デ
ス
テ
ノ

な
ぜ
「
や
る
気
」
は
長
続
き
し
な
い
の
か
二
四
〇
〇
同

ブ
ラ
ウ
ン

仏
教
経
済
学

二
六
〇
〇

勁
草
書
房

奥
富
敬
之

天
皇
家
と
源
氏

二
二
〇
〇

吉
川
弘
文
館

バ
ド
リ
ー

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
探
究
五
九
〇
〇

北
大
路
書
房

国
重
浩
一
編

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
セ
ラ
ピ
ー
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
三
六
〇
〇
同

山
本
聡
美

中
世
仏
教
絵
画
の
図
像
誌

八
五
〇
〇

吉
川
弘
文
館

市
川
充
編
著

労
働
法
務
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
二
八
〇
〇

弘
文
堂

石
月
静
恵
編

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
誕
生
三
四
〇
〇

ド
メ
ス
出
版

松
本
俊
彦
編

物
質
使
用
障
害
の
治
療

二
六
〇
〇

金
剛
出
版

本
渡
章

図
典
「
大
和
名
所
図
会
」
を
読
む
三
八
〇
〇

創
元
社

阿
部
尚
史

イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
家
産

五
四
〇
〇

中
央
公
論
新
社

木
下
寛
子

出
会
い
と
雰
囲
気
の
解
釈
学

四
八
〇
〇

九
州
大
学
出
版
会

シ
ャ
ー
ル

『
女
工
哀
史
』
を
再
考
す
る

六
二
〇
〇

京
都
大
学
学
術
出
版
会

濱
野
佐
代
子

人
と
ペ
ッ
ト
の
心
理
学

二
三
〇
〇

北
大
路
書
房

下
山
晴
彦
監
修

公
認
心
理
師
の
た
め
の「
基
礎
科
目
」講
義
三
〇
〇
〇
同

松
原
彰
子

自
然
地
理
学

第
６
版

二
四
〇
〇

慶
大
出
版
会

市
川
昭
午

エ
リ
ー
ト
の
育
成
と
教
養
教
育

三
四
〇
〇

東
信
堂

志
村
真
幸

南
方
熊
楠
の
ロ
ン
ド
ン

四
〇
〇
〇

慶
大
出
版
会

大
矢
根
聡
編

国
際
関
係
倫
理
と
日
本
外
交
史
五
〇
〇
〇

勁
草
書
房

佐
藤
望
編
著

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
一
〇
〇
〇

慶
大
出
版
会

御
園
敬
介

ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム

生
成
す
る
異
端

八
六
〇
〇

同

金
子
信
博
他

土
壌
動
物
の
多
様
性
と
機
能
解
析
二
六
〇
〇
共
立
出
版

長
岡
智
寿
子

生
涯
学
習
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開

二
四
〇
〇

東
洋
館
出
版
社

高
橋
通

高
天
原
と
日
本
の
源
流

二
八
〇
〇

原
書
房

伊
勢
武
史

生
態
学
は
環
境
問
題
を
解
決
で
き
る
か
？

一
八
〇
〇

共
立
出
版

成
田
龍
一

〈
世
界
史
〉
を
い
か
に
語
る
か
二
九
〇
〇

岩
波
書
店

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
著
作
集

別
巻

補
遺

三
三
〇
〇

新
潮
社

長
谷
部
由
起
子

民
事
訴
訟
法

第
３
版

三
四
〇
〇

岩
波
書
店

山
内
清
郎
他

教
育
原
論

二
〇
〇
〇

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

根
井
雅
弘

現
代
経
済
思
想
史
講
義

一
八
〇
〇

人
文
書
院

玉
野
和
志
編

都
市
社
会
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

二
二
〇
〇

世
界
思
想
社

岩
城
卓
二
編

博
物
館
と
文
化
財
の
危
機

二
三
〇
〇

人
文
書
院

相
原
精
次

日
本
古
代
史
の
「
病
理
」

二
八
〇
〇

彩
流
社

元
森
絵
里
子

子
ど
も
へ
の
視
角

新
し
い
子
ど
も
社
会
研
究

二
六
〇
〇

新
曜
社

ヘ
ル
マ
ン

ス
ミ
ス
・
マ
ル
ク
ス
・
ケ
イ
ン
ズ
三
六
〇
〇
み
す
ず
書
房

ロ
ッ
シ
ュ

結
ば
れ
た
ロ
ー
プ

三
八
〇
〇

同

メ
ル
ラ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

六
〇
〇
〇

同

松
岡
弘
之

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
自
治
の
歴
史

五
四
〇
〇

同

構
築
の
人
、
ジ
ャ
ン
・
プ
ル
ー
ヴ
ェ

八
五
〇
〇

同

飯
田
豊

メ
デ
ィ
ア
論
の
地
層

三
〇
〇
〇

勁
草
書
房

蟻
川
恒
正

憲
法
解
釈
権
力

三
〇
〇
〇

同

柴
田
隆
行

連
帯
す
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム

二
二
〇
〇

こ
ぶ
し
書
房

サ
ト
ク
リ
フ

ク
イ
ー
ン

華
麗
な
る
世
界

Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

三
六
三
六

シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

安
部
龍
太
郎

海
の
十
字
架

一
四
〇
〇

文
藝
春
秋

松
田
有
紀
子

花
街
と
芸
妓
・
舞
妓
の
世
界
六
〇
〇
〇
誠
文
堂
新
光
社

草
薙
秀
一

大
阪
環
状
線

二
二
〇
〇

新
日
本
出
版
社

石
井
達
朗

ダ
ン
ス
は
冒
険
で
あ
る

二
二
〇
〇

論
創
社

モ
ン
ド
リ
ア
ン

新
し
い
造
形

二
二
〇
〇

中
央
公
論
美
術
出
版

ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ

新
し
い
造
形
芸
術
の
基
礎
概
念

二
五
〇
〇

同

ア
ウ
ト

オ
ラ
ン
ダ
の
建
築

二
六
〇
〇

同

お
だ
じ
ろ
う

束
ね
ら
れ
な
い

二
〇
〇
〇

土
曜
美
術
社

千
葉
伸
夫

監
督
成
瀬
巳
喜
男

全
作
品
と
生
涯
三
二
〇
〇
森
話
社

山
岸
哲
夫
詩
集

一
四
〇
〇

土
曜
美
術
社

須
田
郡
司

石
の
聲
を
聴
け

四
〇
〇
〇

オ
ク
タ
ー
ブ

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

評
伝

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

八
〇
〇
〇

水
声
社

深
木
章
子

欺
瞞
の
殺
意

一
八
〇
〇

原
書
房

町
田
忍
の
手
描
き
看
板
百
景

二
二
〇
〇

東
海
教
育
研
究
所

窪
美
澄

た
お
や
か
に
輪
を
え
が
い
て
一

渡
辺
裕
之

死
の
陰
謀

オ
ッ
ド
ア
イ

奥
田
亜
希
子

愛
の
色
い
ろ

山
本
幸
久

あ
た
し
の
拳
が
吼
え
る
ん
だ

武
本
花
奈

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く

二

黒
木
亮

ア
パ
レ
ル
興
亡

城
戸
喜
由

暗
黒
残
酷
監
獄

伊
東
潤

茶
聖

中
山
七
里

帝
都
地
下
迷
宮

一
六

中
西
モ
ト
オ

鬼
人
幻
燈
抄

江
戸
編

残
雪

ウ
ォ
ー
カ
ー

チ
ェ
リ
ー

小
路
幸
也

〈
銀
の
鰊
亭
〉
の
御
挨
拶

宇
佐
美
昭
徳

誰
で
も
詠
め
る
短
歌
「
超
」
入

一
四
〇
〇

金
石
範

海
の
底
か
ら

西
條
奈
加

わ
か
れ
緑

飛
鳥
高

細
い
赤
い
糸

中
島
か
ず
き

偽
義
経
冥
界
に
歌
う

令
和
編

チ
ャ
ン

ま
ざ
っ
ち
ゃ
お
う
！

一
四

タ
ッ
カ
ー

グ
レ
タ
と
よ
く
ば
り
き
ょ
じ
ん

農
文
協
編

イ
ネ
つ
く
り
の
基
礎

石
川
芳
雲
編

標
準
硬
筆
字
典

改
訂
新
版

ド
ナ
ル
ド
キ
ー
ン

黄
犬
交
遊
抄

ブ
ラ
イ
ト

あ
か
い
か
さ

新
版

一

ベ
レ
ア
ー
ズ

ル
イ
ス
と
不
思
議
の
時
計
６
、

李
賢
旭

プ
ロ
の
発
想
と
狙
い

一

塩
澤
実
信

昭
和
の
作
詞
家
２０
人
１
０
０
曲

二
〇
〇
〇

論
創
社

同

昭
和
の
作
曲
家
２０
人
１
０
０
曲

二
〇
〇
〇

同

山
本
悠
三

札
幌
農
学
校
の
理
念
と
人
脈
一
六
〇
〇
芙
蓉
書
房
出
版

松
田
康
男

文
明
破
壊
の
危
機
と
日
本

一
九
〇
〇

北
樹
出
版

か
こ
さ
と
し

青
い
ヌ
プ
キ
ナ
の
沼

二
三
〇
〇

復
刊
ド
ッ
ト
コ
ム

白
石
一
文

こ
は
る
と
ち
は
る

一
五
〇
〇

岩
崎
書
店

小
川
忠
博

り
ん
ご
だ
ん
だ
ん

一
三
〇
〇

あ
す
な
ろ
書
房

ハ
ウ

ミ
ド
ル
ア
ー
ス

三
八
〇
〇

原
書
房

高
木
堯
男

昭
和
４０
年
代

北
海
道
の
鉄
路
（
上
）

一
八
〇
〇

メ
デ
ィ
ア
パ
ル

川
村
康
文

園
児
と
楽
し
む
は
じ
め
て
の
お
も
し
ろ
実
験

一
五
〇
〇

風
鳴
舎

井
上
こ
み
ち

か
い
く
ん
と
セ
ラ
ピ
ー
犬
バ
デ
ィ
一
三
〇
〇

国
土
社

池
宮
理
久

と
っ
て
お
き
手
づ
く
り
ジ
ャ
ム
一
三
〇
〇

創
森
社

細
田
弘

そ
の
ま
た
向
こ
う
の
山
と
空

一
九
〇
〇

白
山
書
房

八
角
宗
林

追
従
で
国
を
損
な
う
安
保
ン
丹
一
二
〇
〇
あ
け
び
書
房

関
正
樹

発
達
障
害
を
め
ぐ
る
世
界
の
話
を
し
よ
う

一
八
〇
〇

批
評
社

珍
田
眞

人
生
、
幸
せ
へ
の
道

一
四
〇
〇

高
木
書
房

山
本
真
也

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
な
る
夢
を
実
現
す
る
方
法

一
五
〇
〇

創
英
社

カ
ー
ル

英
語
で
も
よ
め
る

月
よ
う
び
は
な
に
た
べ
る
？

一
六
〇
〇

偕
成
社

平
田
昌
広

パ
パ
ト
ラ

一
四
〇
〇

ア
リ
ス
館

読
書
絵
日
記

秋
竜
山

う
れ
し
い
時
も
、
か
な
し
い
時

も
、
自
然
と
心
か
ら
お
経
を
唱
え

て
い
る
。
お
経
の
文
言
は
し
ら
な

い
が
、
お
経
と
思
え
る
メ
ロ
デ
ィ

と
い
う
か
曲
が
あ
る
。
浪
曲
で
い

う
と
こ
ろ
の
、

何
が
何
し
て
、

何
と
や
ら
…
…
を
、
湯
の
中
で
う

な
っ
て
い
る
ア
レ
で
あ
る
。
な
ん

と
も
心
よ
い
気
分
で
あ
る
。
そ
れ

と
、
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
が
、
間

の
び
し
た
よ
う
な
経
よ
み
の
メ
ロ

デ
ィ
で
あ
る
。

芝
村
央
夫
『
い
や
で
も
物
理
が

面
白
く
な
る
』
（
講
談
社
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
ス
、
本
体
一
一
〇
〇
円
）

で
、〈

仏
教
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何

は

ん

に

ゃ

し

ん

も
知
ら
な
い
人
で
も
「
般
若
心

ぎ
ょ
う

経
」
と
い
う
名
前
は
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
〉
〈
「
般
若
心
経
」
は
全

部
で
５
０
０
０
巻
以
上
と
い
わ
れ

き
ょ
う

る
仏
教
の
「

経
」
の
中
で
一
般

に
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
「
経
」
で

あ
る
。〉（
本
書
よ
り
）

そ
の
昔
、

あ
ー
り
が
あ
た
や
、

あ
り
が
た
や
ー
、
と
い
う
歌
が
大

流
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
経
」

と
は
、
つ
ま
り
そ
の
も
の
す
ば
り

の
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

意
味
は
な
ん
な
の
か
サ
ッ
パ
リ
わ

か
ら
な
い
上
に
、
気
持
よ
い
メ
ロ

デ
ィ
に
よ
っ
て
、
な
ん
と
も
い
え

ぬ
眠
け
を
さ
そ
っ
て
く
れ
る
。
よ

く
、
坊
さ
ん
の
唱
え
る
お
経
に
コ

ッ
ク
リ
コ
ッ
ク
リ
は
じ
め
て
、「
ス

ミ
マ
セ
ン
」
と
、
あ
や
ま
っ
た
り

す
る
が
、
眠
た
く
な
る
お
経
は
、

よ
い
お
経
で
あ
り
、
眼
が
さ
え
る

お
経
は
悪
い
お
経
と
い
う
か
下
手

な
お
経
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
き

ふ

い

く
う

〈
「
色
不
異
空
、
空
不
異
色
、

し
き
そ
く

ぜ

く
う

色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
と
い
う

有
名
な
文
句
で
あ
る
。
こ
れ
を
文

し
き

く
う

字
通
り
に
訳
せ
ば
「
色
は
空
に
異

な
ら
ず
、空
は
色
に
異
な
ら
な
い
。

す
な
わ

色
は
即
ち
空
で
あ
り
、
空
は
即
ち

色
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。

わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
、
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た
よ

う
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
文
句

で
あ
る
。〉（
本
書
よ
り
）

わ
か
っ
た
よ
う
な
、
わ
か
ら
ん

よ
う
な
。
そ
れ
で
い
て
、
あ
り
が

た
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
お

経
の
本
質
で
あ
る
だ
ろ
う
。
時
に

は
唱
え
て
い
る
坊
さ
ん
ま
で
も
が

居
眠
り
を
は
じ
め
て
し
ま
う
よ
う

な
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
お
経
が
長
い
と
、
そ
れ

に
お
ち
入
り
や
す
い
。
だ
か
ら
か

し
ら
な
い
が
、
近
年
の
お
経
は
極

端
に
短
い
。
唱
え
は
じ
め
た
か
と

思
っ
た
ら
も
う
終
わ
っ
て
い
る
。

し
き

〈
こ
の
場
合
、
「
色
」
は
�
形

あ
る
も
の
��
物
質
�
の
意
味
で
あ

り
、森
羅
万
象
の
す
べ
て
を
指
す
。

く
う

「
空
」
を
理
解
す
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
�
固
定

し
た
実
体
の
な
い
も
の
�
と
解
さ

れ
て
い
る
。�
真
空
�
の
�
空
�

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り

「
色
不
異
空
、
空
不
異
色
、
色
即

是
空
、
空
即
是
色
」
は
、
簡
単
に

い
え
ば
、
「
形
が
あ
る
も
の
（
物

質
）
に
は
実
体
が
な
く
、
実
体
の

な
い
も
の
が
形
が
あ
る
も
の
（
物

質
）
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
私
た
ち
の
日
常
的
な
感
覚
、

あ
る
い
は
常
識
に
は
、
い
さ
さ
か

反
す
る
文
句
で
あ
る
。〉（
本
書
よ

り
）子

供
の
頃
、
田
舎
の
知
り
あ
い

の
坊
さ
ん
に
「
お
経
っ
て
、
な
ん

で
す
か
？
」
と
、
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
「
お
経
と
は
、
お
前
が

授
業
中
に
居
眠
り
し
て
い
て
、
あ

の
気
持
よ
い
時
と
同
じ
も
の
だ
」

と
、
い
わ
れ
、
こ
れ
も
、
わ
か
っ

た
よ
う
な
わ
か
ら
ん
よ
う
な
答
え

で
あ
っ
た
。

エ
ロ
本
に
、
「
色
即
是
空
」
と

は
「
女
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
書
か
れ
て
あ
っ
て
、
女
を
し
ら

な
い
時
で
あ
っ
た
の
で
、
「
女
っ

て
、
そ
ん
な
も
の
か
」
と
、
わ
か

っ
た
よ
う
な
、
わ
か
ら
ん
よ
う
な

気
持
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
女
」
と
は
、
マ
カ
不

思
議
な
生
き
物
で
あ
る
と
、
こ
れ

ま
た
、
わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら

ん
よ
う
な
解
釈
を
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
女
と
は
、
あ
り

が
た
や
、
あ
り
が
た
や
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
の
存
在
は
ひ
た

す
ら
あ
り
が
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
お

「
経
」
も
、
経
文
は
サ
ッ
パ
リ
意

味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
経
の
メ

ロ
デ
ィ
が
い
い
。
浪
曲
で
の
名
調

子
と
似
て
い
る
。
お
「
経
」
の
メ

ロ
デ
ィ
だ
け
で
充
分
あ
り
が
た
い

も
の
で
あ
る
。

連
載
第
１
５
２
０
回

お
経
の
メ
ロ
デ
ィ
が
い
い
ね
、の
巻

ベルリンのポツダム広場

は、バブル絶頂の頃にはソ

ニー・プラザとも呼ばれ、

再統合後の首都再開発のシ

ンボルとなった。東独時代

には戦災の傷跡が放置され

たまま、荒地同然であり、

壁のすぐ西側に斬新な大コ

ンサート・ホールが建設さ

れたのとは、酷い落差を晒

していた。そのPotsdamer
Platzからほど近く、Hiro-
shima Straßeと新たに名付

けられた短い通りには、不

釣り合いなほど広壮な敷地

に、これまた巨大な日本大

使館が威風を湛えている。

再統合とともに、ボンにあ

った施設が移設されたもの

で、劣らず壮大なインド大

使館が隣接する。戦前に

Unter den Lindenにあった

日本公館の再生復活であ

る。森�外が「普請中」と

呼んだ明治日本から三国同

盟の樹立にまで至る、「帝

国」の記憶が立ち籠める。

このベルリンの日本大使

館と戦前の京城に建てられ

た総督府とを並べてみる

と、どうだろう。大日本帝

国の半島への侵出と、その

延長上の政治過程が、そこ

に凝縮されている。総督府

の基本設計はゲオルグ・デ

・ラランデ（１８７２‐１９１４）

によるルネサンス様式で、

１０年におよぶ工事の末１９２６

年に竣工する。ラランデ急

�の後、夫人エディータは

ベルリン駐在の外交官、東

郷茂徳（１８８２‐１９５０）と再

婚する。東郷は秀吉による

半島蹂躙で薩摩に拉致され

た陶工の末裔。極東軍事裁

判により無期懲役の判決を

受け、服役中に没した。宣

戦布告の折に外務大臣の任

にあった公人が敗戦により

戦犯指定を受けるのでは、

外交官の任務遂行など不可

能になる��。オランダの

レーリング判事はそのよう

に裁判判決を批判した。

「植民地帝国」日本の屈曲

を一身に体現したこの総督

府庁舎は、大韓民国の建国

記念式典会場となる栄誉に

あずかり、国立中央博物館

として厚遇されたが、１９８５

年の光復半世紀を記念する

年に、金泳三大統領の命に

より解体された。総督府撤

去により、日本の半島支配

の負の遺産も一掃され、景

福宮城門の跡地には、光化

門が鉄筋コンクリートで修

復された。１９２２年に「日帝」

が撤去を決定したものの、

嘆願により移築された城門

だが、朝鮮戦争により焼失

していた歴史建築の「復活」

である。旧庁舎の消失によ

り、背後に隠されていた王

宮越しに、仁旺山を臨む眺

望が回復され、風水上の障

壁も除去された。この顛末

については、サンタ・バー

バラで教鞭を取っていた故

ペイ・ヒョンイルにも好論

がある。

京城総督府庁舎は、国会

議事堂や（偽）満洲國国務

院（ともに１９３６）竣工まで

は、極東で最も豪壮な公共

建築と特筆され、中央ホー

ルには日鮮同祖論を裏打ち

する「羽衣」伝説の壁画が

和田三造に委嘱された。

「偽」満洲國の新京、現在

の長春は伯林を彷彿とさせ

る森の都の風格を備える

が、その都市計画には日比

谷公園の造園計画が拡大応

用された。背景には、日比

谷地区の帝都普請計画の初

期にドイツ人建築家が関与

した事実も無視できまい。

そうした「大日本帝国」

の建築遺構のなかで、最も

特異なのが、旧京城府廰。

折衷ルネサンス様式とはい

え、ドイツ歴史主義建築・

シンケル様式のテクトニッ

ク原理丸出しとも見紛う正

面は、２０１２年に通称「ツナ

ミ」のガラス壁に飲み込ま

れ、前面はポスト・モダン

なお祭り広場へと新調・変

身を遂げた。象徴的な「記

憶の場」と緑陰の「希望の

空間」と。その両者の交錯

の裡に、近代の日独両「帝

国」における「幻想のギリ

シア」が透視される。

※全鎭晟Chun Jin-Sung
【著】／佐藤静香【訳】『虚

像のアテネ��ベルリン、

東京、ソウルの記憶と空間』

法政大学出版局、２０１９年。

来日中の著者との対話での

意見交換を要約した。

連
載は

た
ら
く
と
は
何
か

ビ
ル
と
爺
イ
と
サ
イ
コ
パ
ス

凪
一
木

そ
の
３７

「
這
い
上
が
れ
」の
正
体

ビ
ル
管
の
世
界
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
最
底
辺
を
形
成
し
、
か
つ
オ

ー
ナ
ー
か
ら
最
下
層
の
兵
隊
に
至

る
ま
で
は
っ
き
り
と
、
序
列
社
会

で
あ
り
、
社
内
で
も
そ
の
色
分
け

は
著
し
く
し
っ
か
り
と
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
差
別
、
区
別
、
分
別
さ
れ

て
い
る
。

下
請
け
を
見
下
す
社
員
が
い

る
。
下
請
け
に
限
ら
ず
、
貧
乏
人

を
見
下
し
て
見
る
態
度
。

頭
が
悪
い
、
容
量
が
悪
い
、
身

長
が
低
い
（
あ
る
い
は
高
い
）
、

器
量
が
悪
い
、
病
気
、
障
害
、
不

運
、
境
遇
、
そ
れ
ら
を
馬
鹿
に
す

る
奴
。
そ
い
つ
が
ど
れ
ほ
ど
に
も

優
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

凄
い
給
料
を
も
ら
っ
て
い
て
、

知
ら
ぬ
者
の
い
な
い
会
社
の
部
長

ク
ラ
ス
の
男
を
知
っ
て
い
る
。
子

供
の
大
学
入
学
祝
い
に
「
黒
の
ベ

ン
ツ
を
買
っ
て
や
っ
た
」
と
威
張

っ
て
い
た
。
タ
ク
シ
ー
に
一
緒
に

乗
っ
た
時
、
中
国
人
の
運
転
手
に

対
し
、
そ
こ
で
豹
変
し
悪
態
を
つ

く
。
見
苦
し
い
こ
と
こ
の
上
な

い
。「

あ
い
つ
ら
、
死
ん
で
も
法
で

争
え
な
い
だ
ろ
う
」

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
給
仕
相
手

に
、
横
柄
極
ま
り
な
い
威
張
り
方

を
し
た
男
な
ど
、
こ
れ
ま
で
相
当

な
数
を
見
て
生
き
て
き
た
。
も
う

付
き
合
わ
な
い
場
合
と
、
可
能
性

の
あ
る
人
間
な
ら
、「
恥
ず
か
し
い

行
為
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
年

上
で
あ
れ
、
気
付
か
せ
る
よ
う
な

態
度
や
苦
言
を
放
つ
。
ど
っ
ち
に

し
て
も
、い
い
気
持
ち
は
し
な
い
。

彼
ら
は
、
犯
罪
に
近
い
こ
と
を

し
て
い
る
。
か
つ
、
そ
れ
が
犯
罪

に
な
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も

捕
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
こ

の
国
の
仕
組
み
に
乗
っ
て
、
そ
う

い
う
男
（
女
）
た
ち
が
い
る
。

「
器
の
小
さ
い
人
間
が
そ
う
い

う
態
度
を
取
る
」と
言
う
。
だ
が
、

そ
ん
な
言
葉
だ
け
で
納
得
し
て
そ

れ
で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
実
害
に
つ
い
て

は
、
回
復
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、

第
二
第
三
の
被
害
者
を
作
り
た
く

な
い
。
で
き
る
こ
と
は
や
る
。
注

意
す
る
。
或
い
は
、
少
し
ば
か
り

ず
る
い
手
段
を
使
っ
て
も
、
注
意

喚
起
す
る
。

そ
れ
で
も
現
実
に
、
そ
う
い
う

者
た
ち
が
野
放
し
に
な
っ
て
い

る
。一
部
上
場
企
業
で
あ
ろ
う
が
、

公
務
員
だ
ろ
う
が
、
そ
の
企
業
な

り
国
な
り
が
認
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
も
っ
と
言
え
ば
、
国
民

自
体
が
選
挙
で
代
議
士
を
選
ん
で

い
る
が
如
く
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
い
る
。
私
も
そ
の
一
人
と
言

っ
て
も
良
い
。

少
し
で
も
（
自
分
の
中
の
悪
や

誘
惑
も
）見
逃
す
ま
い
と
し
た
ら
、

な
る
べ
く
意
識
し
て
生
き
る
こ
と

だ
。そ
の
た
め
に
は
、あ
ま
り
忙
し

く
生
き
て
い
る
と
、見
失
う
。忙
し

い
奴
が
気
に
し
な
い
で
や
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
し
、
悪
意
に
満
ち

て
い
る
自
分
に
す
ら
気
づ
い
て
い

な
い
忙
し
さ
の
場
合
も
多
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
の
は
、

そ
の
温
床
だ
と
私
は
今
、
身
を
持

っ
て
体
験
し
感
じ
て
い
る
。
忙
し

さ
は
残
酷
だ
。
他
人
に
対
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
に
対
し
て
も
最

悪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
る
。

た
と
え
身
体
や
精
神
を
患
う
結
果

と
な
っ
た
と
し
て
も
。
他
人
に
対

し
て
は
、た
だ
た
だ
残
酷
だ
。振
り

返
っ
て
も
ら
え
な
い
家
族
と
か
、

在
り
来
た
り
の
付
き
合
い
し
か
さ

れ
な
い
、し
な
い
友
人
と
か
、言
っ

て
み
れ
ば
、
そ
う
い
う
も
の
だ
。

そ
の
結
果
、
赤
の
他
人
に
は
さ
ら

な
る
残
酷
が
待
っ
て
い
る
。
そ
の

表
れ
の
一
つ
が
見
下
し
で
あ
る
。

他
人
を
見
下
さ
な
い
で
乗
り
切

る
こ
と
の
で
き
る
残
酷
さ
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
や
る
こ
と
が
多
い

と
優
先
順
位
が
つ
く
。
友
達
の
多

い
人
ほ
ど
、
一
部
の
者
に
は
配
慮

が
行
き
渡
ら
な
い
。
核
心
よ
り
も

周
縁
と
の
付
き
合
い
が
薄
く
な
る

の
は
当
た
り
前
だ
。

た
だ
、
何
か
に
自
信
を
持
っ
た

り
、
大
金
な
ど
獲
得
し
た
り
し
て

し
ま
う
と
、
舞
い
上
が
ら
な
い
者

は
い
な
い
。
つ
ま
り
下
品
な
人
々

か
ら
人
気
が
出
る
。
そ
の
人
気
を

冷
静
に
は
見
ら
れ
ず
、
下
品
な
人

に
対
す
る
態
度
と
同
じ
こ
と
を
そ

う
で
な
い
人
に
も
向
け
て
行
う
。

多
分
、
下
品
な
人
た
ち
（
人
は
ほ

ぼ
皆
持
っ
て
い
る
）
の
後
押
し
が

こ
の「
見
下
し
差
別
」行
動
の
元
凶

だ
。
だ
が
下
品
は
下
品
な
の
だ
。

職
業
に
恵
ま
れ
て
「
仕
事
」
を

し
て
い
よ
う
が
、
金
を
持
っ
て
い

よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
人
は
寄
っ

て
こ
な
い
。
そ
ん
な
も
の
に
付
い

て
く
る
の
は
下
品
だ
け
だ
。
そ
の

人
が
闘
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
付

い
て
く
る
。
と
は
、
尊
敬
す
る
知

り
合
い
の
人
か
ら
か
つ
て
呑
ん
で

い
て
聞
い
た
言
葉
だ
。
つ
ま
り
、

闘
っ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
負
け
て

（
闘
い
は
多
く
の
場
合
負
け
る
こ

と
の
ほ
う
が
多
い
）
も
、
迎
え
入

れ
て
（
待
っ
て
い
て
）
く
れ
る
、
と

い
う
の
だ
。そ
の
代
り
、闘
っ
て
い

な
い
奴
か
ら
は
、
人
は
去
る
。

下
請
け
を
見
下
し
た
時
点
で
闘

っ
て
生
き
て
い
な
い
こ
と
の
証
明

で
も
あ
る
。
仕
事
と
い
う
も
の
へ

の
誇
り
が
な
い
。
そ
し
て
侮
辱
さ

れ
た
側
は
許
し
て
は
い
け
な
い
。

単
に
暴
力
的
に
（
映
画
の
主
人
公

み
た
い
に
）
戦
う
の
で
は
な
く
、

と
に
か
く
許
さ
な
い
と
い
う
態
度

を
自
ら
の
中
に
持
ち
、
時
に
は
ず

る
く
、
時
に
は
不
器
用
に
で
も
表

明
し
て
闘
う
。
闘
い
続
け
る
。

ザ
・
モ
ッ
ズ
に
『
ガ
マ
ン
す
る

ん
だ
』
と
い
う
曲
が
あ
る
。
そ
の

曲
を
演
奏
し
始
め
た
ら
、
観
客
の

一
人
が
叫
ん
だ
。
「
嫌
だ
」
と
。

森
山
達
也
は
演
奏
を
止
め
た
。

下
請
け
を
頼
む
と
い
う
こ
と

は
、
頼
む
側
は
自
ら
の
能
力
や
時

間
や
金
額
に
見
合
わ
な
い
等
の
理

由
で
「
出
来
な
い
」
か
ら
頼
む
。

下
請
け
が
い
な
け
れ
ば
「
出
来
な

い
」
の
だ
。
社
員
が
い
な
け
れ
ば

会
社
が
成
り
立
た
な
い
よ
う
に
、

こ
の
強
み
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
ガ
キ
大
将
が
い
じ
め
る
対
象

を
探
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
赤

字
の
仕
事
を
下
請
け
に
押
し
込
ん

で
く
る
。
私
の
今
い
る
会
社
の
パ

ワ
ハ
ラ
や
や
る
気
の
な
い
体
質
な

ど
の
元
凶
は
、
こ
の
構
造
に
あ
る

と
言
っ
て
も
良
い
。
抑
圧
の
大
き

い
と
こ
ろ
で
は
い
じ
め
も
多
く
な

る
。
特
に
日
本
の
役
所
も
企
業
も

極
度
な
閉
鎖
社
会
で
あ
り
、
地
下

の
ビ
ル
管
は
そ
の
最
た
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
自
分
が
抑
圧

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
「
憂
さ
晴
ら

し
」
と
し
て
よ
り
弱
い
者
へ
の
い

じ
め
が
横
行
す
る
。
子
供
の
世
界

も
そ
の
縮
図
で
あ
り
、
大
人
の
真

似
だ
。

こ
う
い
っ
た
大
人
た
ち
を
多
く

抱
え
て
い
る
組
織
や
制
度
の
病
の

根
元
は
、
精
神
的
に
自
立
で
き
て

い
な
い
（
子
供
の
ま
ま
）
こ
と

と
、
地
下
と
昼
夜
を
ま
た
ぐ
、
時

間
空
間
的
に
世
界
が
見
え
て
い
な

い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
ビ
ル
管

は
そ
の
最
大
の
サ
ン
プ
ル
で
あ
ろ

う
。自

立
の
た
め
に
は
、
傷
を
負
わ

ね
ば
な
ら
ず
、
世
界
を
見
る
た
め

に
は
、
自
分
と
隣
人
を
厳
し
く
見

る
こ
と
で
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
す

る
。い

じ
め
が
横
行
す
る
社
会
と
い

う
の
は
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
で
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
が
、
か

と
い
っ
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
ほ

ど
で
も
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
こ
そ
む
し
ろ
生
ま
れ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
ビ
ル
管
と
い
う
、
曖
昧

で
、
一
見
「
楽
」
で
、
い
く
ら
で

も
厳
し
く
も
過
酷
に
も
危
険
に
さ

え
出
来
る
世
界
に
特
徴
的
に
現
れ

る
も
の
と
も
言
え
る
。
下
請
け
が

頼
り
に
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
。
ど
こ
か
で
甘
え
合
っ
て
い

る
社
会
で
あ
る
。

そ
れ
を
い
っ
た
ん
壊
さ
な
け
れ

ば
、
自
立
は
で
き
ず
、
世
界
も
見

え
な
い
。彼
ら
の
後
追
い
を
し
て
、

卑
屈
と
な
っ
て
は
ク
セ
に
な
る

し
、
後
に
な
っ
て
心
に
も
傷
を
残

す
。向

こ
う
は
励
ま
し
の
つ
も
り
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
妙
な
言
葉
を
掛

け
ら
れ
た
。

「
這
い
上
が
り
な
さ
い
よ
」。

（
建
築
物
管
理
）

訃
報

芳
賀
徹
（
は
が
・
と
お
る
）
氏

�
文
学
研
究
者
、
東
京
大
名
誉
教

授
。
２
月
２０
日
、
胆
嚢
癌
の
た
め

死
去
、
８８
歳
だ
っ
た
。
葬
儀
・
告

別
式
の
日
取
り
は
未
定
。

１
９
３
１
年
山
形
県
出
身
。
米

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
客
員
研
究
員
な

ど
を
経
て
東
京
大
学
教
授
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
な

ど
を
歴
任
し
た
。
京
都
造
形
芸
術

大
学
長
や
静
岡
県
立
美
術
館
館
長

も
務
め
た
。
江
戸
、
明
治
期
の
比

較
文
学
を
中
心
に
、
平
賀
源
内
、

与
謝
蕪
村
、
岩
倉
使
節
団
な
ど
を

論
じ
、
８１
年
に
『
平
賀
源
内
』
で

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
、
８４
年
に

『
絵
画
の
領
分
』
で
大
仏
次
郎
賞

を
受
賞
。
９７
年
に
紫
綬
褒
章
。
著

書
に
『
詩
の
国
詩
人
の
国
』
『
文

明
と
し
て
の
徳
川
日
本
』
な
ど
。

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
・

放
送
大
学
客
員
教
授

連
載
２０６

象
徴
と
し
て
の
公
共
建
築
と

植
民
地
時
代
の
記
憶
を
宿
し
た
都
市
空
間
と

全
鎭
晟
著『
虚
像
の
ア
テ
ネ
�
�
ベ
ル
リ
ン
、東
京
、ソ
ウ
ル
の
記
憶
と
空
間
』（
佐
藤
静
香
訳
、法
政
大
学
出
版
局
）

�
�
著
者
と
の
会
話
か
ら

思

考

の

隅

景

「象徴としての公共建築と植民地時代の記憶を宿した都市空間と――全鎭
晟著『虚像のアテネ――ベルリン、東京、ソウルの記憶と空間』（佐藤静
香訳、法政大学出版局）――著者との会話から」『図書新聞』3438号（連
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